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２０１０年活動テーマ

「 絆で繋がりチャンスを活かそう 」

第２１代埼鍍会会長 田中知雄

会長プロフィール

この度、島村前会長の後任として第２１代埼鍍会の会長に就任することになりました。

昨年度、埼鍍会は４０周年を迎える事ができ、OBの皆様、並びに会員・会友の皆様と

記念祝賀会を開催することができました事を大変嬉しく思うと共に、１つの節目を迎え

本年度より新たな気持ちで身を引き締めてスタートして行こうと感じております。

私は埼鍍会と同じ今年４１歳になりますが、まだまだ若輩者で御座います。皆様のご指

導ご鞭撻を賜りながら一生懸命頑張って参りますので、宜しくお願い致します。

さて、活動テーマの『絆で繋がりチャンスを活かそう』ですが、私が埼鍍会に入って大変

良かったと思った事を自分なりに纏めた言葉です。それは、私がこの会に入ってすぐの

頃、チョッとした自分の仕事の失敗で落ち込んでいた時、何気なくその失敗を話たこと

があったのですが、同じ種類のめっきでは無いのに話を真剣に聞いて頂いて、最後にア

ドバイスと一言”失敗なんて気にするなよ”と言って頂いて、とても気分的に楽になったと

感じたことがありました。また、例会で勉強した事や、交流を深めるうちに他のめっきの知

識が増えた事で自社の客先から”めっきの事なら”と相談して頂けるようになりました。

もし、この会に入っていなければ厚い本や資料と格闘するか、”分からないので”と簡単

に断っていたことでしょう。

埼鍍会は各めっきのエキスパートが集まった絆で結ばれた会だと思います。

折角、会に入って頂いたのですからどんどん参加して頂いて、交流を深め気軽に相談し

あえる仲間になって頂ければと思います。

最後に、皆様のお力添えを頂き自分も成長していきたいと思いますので、至らない点も

多々あると思いますが宜しくお願い致します。
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７月研修例会

『チャンスを掴め！ 会員企業３分間ＰＲ』

開催日：7月11日（土）
担当幹事：山本・小林（直）

９月クラブ例会
埼鍍会ゴルフコンペ ＩＮ

ピートダイゴルフクラブ ＶＩＰコース
開催日：9月5日（土）
担当幹事：佐藤・出野

昨今の経済状況の悪化、回復の見通しの無い現状において、お客様、取引先様へのサービス、

対応の拡充を目的として、会員企業間の委託、外注の活性化、会員企業間の連携強化の参考

となればと考え、例会を企画いたしました。

埼鍍会において、会員同士の交流は充実しておりますが、企業間の連携は、なかなか難しいの

が現状です。自社取扱製品外の受注、問い合わせに対し、専門外であることから、お断りすること

が多々あり、お客様への対応として、何らご協力できず、歯がゆい思いをすることに、埼鍍会の連携

によりバックアップできれば幸いと考えて企画いたしました。

例会では、事前調査の各社基本情報のほか、具体的な営業内容、取扱製品、特殊処理などの

PRを各社それぞれいただきました。

現場での作業が中心のめっき業においても、人前で会社概要説明などの機会はあまり無く、何を

伝えればよいかも分からない状態で、しどろもどろになりながらも、何とか例会らしい進行ができまし

たことに、幹事の力不足、準備不足を反省しつつ、参加会員様のご協力に感謝いたします。

土曜夜間の例会のため、出席が思わしくなく、少数企業での例会となってしまいましたが、各社PR

に十分な時間を費やして頂き、充実した勉強会となりました。参加会員様のご協力で懇親会での仕

事の話とは別格の時間となったと思います。
今後、資料の充実をはかり、企業情報の共有を強化し、埼鍍会の繁栄に繫がれば幸いと思います。

今年も９月クラブ例会として「ゴルフコンペ」が開催されました。

今年のコンペは、埼鍍会メンバー１１名と会友である仁科様にも御出席頂き、合計１２名３組で、

栃木県日光市にある「ピートダイゴルフＶＩＰコース」にて開催となりました。

コンペ当日は天候にも恵まれ、都心では若干暑いくらいの中、日光の気持ちよい風を感じなが

ら、青年部らしい和気藹々とした清々しいコンペになったように思います。

今年は去年の結果反省を踏まえシンペリア方式で開催することになりましたが、終ってみれば

優勝はキャリア豊富な仁科様、ニアピン賞は島村会長、出野さん、ドラコン賞は、なんと前半後

半共に甲斐野さんという結果にて幕を閉じました。

プレー終了後にはクラブハウス内にあるパーティールームにて表彰式が行われました。メンバー

全員が車での参加ということもあり、ソフトドリンクと軽食を囲んでの表彰式となりましたが、表彰式

では、プレーの反省やコースの印象、景品について盛り上がりました。

また、今回の各賞の商品は、埼鍍会メンバーではなく、日ごろ陰で支えて頂いているメンバーの

ご家族の喜んでいただけるような景品を選びをしてみました。

また、来年も今年以上に楽しい「コンペ」が開催できれば良いと思いました。



１０月講師例会

『製品図面から解かること』
＜＜図面を理解することで回避できるトラブル＞＞

開催日：10月9日（金）
担当幹事：甲斐野・新谷

１１月例会 視察研修旅行

『 北海道 札幌～小樽 』

日程：11月14日（土）・15日（日）
担当幹事：阪本・渡辺

例年であれば10月例会は、講師の先生をお呼びして、様々なテーマについてご講演いただい

ておりました。

ですが、今年の10月例会は、会員が講師となって講義を行うことにチャレンジしました。過去にも

会員の方に講師をお願いしていただいたことはありましたが、久々とのこと、しかも担当幹事である

２人が担当で講義を行いました。

今回のテーマですが、『製品図面から解かること』、サブタイトルに『図面を理解することで回避

できるトラブル』ということで行いました。

我々めっき業者のほとんどは、お客様から製品を預かり加工を行いますが、加工の検討依頼

や見積などは、現物ではなく、図面で行うことが多いようです。

しかしながら、図面の見方を正しく理解していない会員が意外と多く、実際に現物がないと判断

出来ないなどの声があったのが、このテーマにするきっかけになりました。

講義の内容ですが、「図面とは何か」から始まり、図面の見方、図面には何が描かれているか、

図面で何が解かるのか、などを作成した資料に沿って説明しました。

たくさんの質問や疑問などが飛び交い、会員同士ならではの活気のある例会になり、講師初体験

となった２人ですが、とりあえず一安心といったところでした。

懇親会は、大宮駅西口の「月の庵」で開催し、今回の例会の感想や意見をたくさん聞くことがで
き、次回への参考になる良い時間が過ごせました。

埼鍍会１１月例会は、札幌～小樽への１泊の視察研修旅行を企画しました。

初日は、羽田から新千歳空港へ、昼食にはジンギスカン料理を食べ、その後札幌へ向かい

ました。

夕方からの懇親会では、北海の幸を満喫。また、驚きの低価格に大満足でした。

２日目は、小樽に行き、小樽運河、北一硝子を見学しました。明治から大正にかけて、物資

輸送の拠点として発展した小樽。豪壮な石造りの建物が、かつて北海道経済の中心であった

ことを物語る風情漂う町並みでした。

昼食には寿司を食べ、そのネタの良さは格別でした。時間があればもう少し散策したかったので

すが、お土産を買い、新千歳空港に向かいました。

今回の旅行では、北海道の名産品を十分に味わい日頃の疲れを癒すことが出来た旅行に

なったと思っています。

最後に、今期で卒業となってしまう井上さん。いつもリーダー的存在で会を盛り上げていただき
ありがとうございました。



１２月例会 視察研修会

『ヱビナ電化工業株式会社 工場見学』

開催日：12月10日（木）
担当幹事：眞子・須永

２月賀詞交歓会

『埼鍍会４０周年記念式典賀詞交歓会』

開催日：2月12日（金）
担当幹事：田中・渡辺

平成２１年１２月１０日、１２月例会を開催いたしました。本例会では、テレビ東京「カンブリア宮殿」

でも取り上げられた、ヱビナ電化工業株式会社様のご厚意によりまして、本社工場見学、テクノマー

ク並びに海老名社長様のご講演を拝聴させていただきました。

当日は、工場内部の見学をさせていただきましたが、創業以来、常に次世代を見据えた研究開発

でハイテク産業の発展に貢献し、めっき業界のリーディングカンパニーとしてご活躍されている感じが

しました。海老名社長のご講演では、経済論・今後のめっき業界について語っていただきました。とて

も参考になりました。

情報交換会（金春本館）では、ヱビナ電化工業株式会社 常務取締役 海老名伸哉様にも引き続

きお越しいただきました。お酒の入る席ではございましたが、１年間この不況の中を耐え忍んできた会

員の皆様方と今後の経営・めっき業界についてもお話ができたことは、とても有意義な例会を開催でき

たと思います。

訃報
去る１２月１３日 海老名信緒社長様が、他界されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。

第一部 歴代会長並びにＯＢの方々との座談会の様子



第二部 歴代会長並びにＯＢの方々との懇親会の様子

平成２２年２月１２日、埼鍍会４０周年記念式典賀詞交歓会を料亭旅館『新道山家』にて開催

いたしました。

本年度は埼鍍会が発足してから４０周年を迎えるにあたり、歴代会長ならびにＯＢの方々をお招

きして座談会を開催し、今まで歩んできた埼鍍会の思い出や発足当時の苦労話を現会員に話し

ていただきました。

その後の懇親会では、過去の埼鍍会だよりや皆様からご協力頂き集めた昔の写真を当時ヒットした

映画音楽と共にスライド写真として放映、参加者の皆さんも懐かしくまた、思い出を語らいながら和

やかに記念式典を終了いたしました。

この様な盛大な式典を開催できましたのも、ＯＢの皆様や参加いただきました皆様のおかげと思っ

ております。今後も５０周年、６０周年と埼鍍会が繁栄していけるよう頑張って参りたいと思います。

また、今回４０周年式典に向けて、埼鍍会のバナーやバッチを作成、バッチは参加された皆様に
記念品として配らせていただきました。

『 埼鍍会発足40年間のあゆみ 』
４０周年記念式典の懇親会時にスライドにして放映しました。

１９７０年代

１９８０年代



３月例会

『Ｂｌｕｅ♪Ｎｏｔｅ ＴＯＫＹＯ』
～リッチ・スペースでジャズを楽しみながら～

開催日：3月12日
担当幹事：饗場・田中

平成２２年３月１２日（金）今期最後の例会は、会長のおすすめもあって、南青山にある

『Ｂｌｕｅ ♪ Ｎｏｔｅ ＴＯＫＹＯ』でＪＡＺＺを楽しんできました。ここ『Ｂｌｕｅ ♪ Ｎｏｔｅ ＴＯＫＹＯ』

は２０周年と古く、多くの有名アーティストがこのステージで演奏や歌を唄った場所でもあり、

多くのＪＡＺＺファン注目の場所で、会場もとてもシックな作りとなっています。

今回楽しんできたアーティストは『ＧＯＲＤＯＮ ＧＯＯＤＷＩＮ’Ｓ ＢＩＧ ＰＨＡＴ ＢＡＮＤ』で

文字通り１８人からなるビッグバンドで、グラミー賞やエミー賞にも輝いたリーダー兼アレンジャー

のゴードン・グッドウィンのもとにＬ．Ａ．を拠点とする凄腕ミュージシャンたちが集結して結成

した ＢＩＧ ＰＨＡＴ ＢＡＮＤ です。

生で聞く演奏は迫力満点で、テンポの良い曲から始まり、しっとりとした曲へ、途中チョッと

コメディなことなどを交え、観客も我々もチョッと『大人の贅沢な時間』を過ごすことが出来ました。

その後『Ｂｌｕｅ ♪ Ｎｏｔｅ ＴＯＫＹＯ』を後に、埼玉まで戻り、２次会を開催、今期で卒業となり

ます参与の島田さん、井上さんの送別会を兼ねて楽しい時間を会員・会友の皆さんと過ごし、
今期最後の例会を終えました。

１９９０年代

２０００年代

写真にご協力頂いた方には、
心より感謝申し上げます。

埼鍍会の活動は、これからも
続いていきます。乞うご期待。



NOTE
10月例会

・会　場
大宮ソニックシティー　　会議室

埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5　　　TEL：048-647-4111

・懇親会
月の庵　　大宮西口店

埼玉県さいたま市大宮区桜木町2-272　大宮西口ビル2Ｆ　ＴＥＬ：048-468-0909

７月例会

大宮ソニックシティー　　会議室

埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5　　　TEL：048-647-4111

くろ○　　大宮西口駅前店

埼玉県さいたま市大宮区桜木町１-8-3　ｻﾝﾕｳﾋﾞﾙ3F　　　TEL：048-642-8188

・会　場

・懇親会

9月例会

・会　場
ピートダイゴルフクラブ　ＶＩＰコース

栃木県日光市嘉多蔵668　　　ＴＥＬ：0288-26-4888

・懇親会
同上

11月例会

行き先
札幌-小樽

・懇親会
俺の札幌

北海道札幌市中央区南7条西6丁目　　予約センター：011-551-9999

同上

12月例会

・視察工場
ヱビナ電化工業株式会社

東京都太田区東糀谷5丁目22番13号　　ＴＥＬ：03-3742-0107

・懇親会
金春本館

東京都太田区蒲田4-5-6　プロスペリアビル　　ＴＥＬ：03-3737-5841

＜＜参考情報＞＞

・会　場
Ｂｌｕｅ　♪　Ｎｏｔｅ　ＴＯＫＹＯ

東京都港区南青山6-3-16　ライカビル　　　ＴＥＬ：03-5485-0088

3月例会

2月例会

・座談会
料亭旅館「新道山家」

埼玉県さいたま市大宮区堀ノ内町3-110　　ＴＥＬ：048-641-0501

・懇親会

埼玉県鍍金工業組合

埼鍍会ホームページ
http://www003.upp.so-net.ne.jp/saitokai/

埼玉県さいたま市北区吉野町2-222-7

ＴＥＬ：048-666-2184　ＦＡＸ：048-652-7631

http://www15.ocn.ne.jp/~s-mekki/

2009年度の活動を終えて
第２０代会長 島村 学

経済、経営環境が大変厳しい中、会員・会友の皆様、１年間ありがとう御座いました。

１年を通じて、なるべく予算をかけずに有益な情報交換や勉強会、また親睦など出来るよう

努めてまいりました。
また４０周年賀詞交歓会では、会員・会友の皆様方は勿論、多くのOBの方々にもご参加い

ただき、無事、周年事業を終えることが出来ました。この場をお借りして御礼を申し上げます。
１年間、至らぬ点も多々あったと思いますが、心より御礼を申し上げます。

青年部らしく、爽やかなブルーを基調に、40周の歴史を踏まえ

しっかりと地に足をつけて埼鍍会の名前を前面に出しました。

中央バックの”Ｓ”は、埼鍍会のイニシャルをモチーフにデザイン。

中心部分での丸みは交流を意味し、若さと鋭さそして力強さを

シャープなラインで表現しました。
埼鍍会の”Ｓ”であると共に、”Ｓ”には埼鍍会会員の進化・進歩・
信頼・親交などの意味も含まれます。

＜＜ 埼鍍会設立４０周年を記念してバッチを作りました ＞＞


